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この時期に恒例の行事となりました学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第6回シンポジ

ウムが，平成26年7月10日，11日の両日，東京品川The Grand Hallにおいて開催されました． 

 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究は，東北大学，北海道大学，東京大学，東京工業大学，

名古屋大学，京都大学，大阪大学，九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ８

つの共同利用の施設を構成拠点とする「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」が, 超大

規模数値計算系応用分野，超大規模データ処理系応用分野，超大容量ネットワーク技術分野，お

よびこれらの技術分野を統合した大規模情報システム関連研究分野，更には分野間に亘る複合分

野の研究者らと取り組む学際的な共同利用・共同研究です．この取り組みにより我が国の学術・

研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展が大いに期待されております．平成22から25年度にかけ

て，164件の課題が学際大規模情報基盤共同利用・共同研究として採択されており，そのうち当セ

ンターとの共同研究課題は，22件ありました．平成26年度は34件の採択課題のうち，6件が当セン

ターとの共同研究として採択されております． 

 

 本シンポジウムでは，昨年度採択された44件に及ぶ研究課題の成果発表，および今年度採択さ

れた34件の研究課題のポスター発表を通して積極的な議論が交わされたばかりでなく，拠点およ

び拠点を構成する各センターにおけるそれぞれの共同研究への取り組みを確認することができま

した．本報告では，今年度の東北大学との共同研究として採択された課題のうち以下に示す課題

のポスターを転載致します．来年度も引き続き，学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の

研究公募行う予定でおります（申請受付開始：平成26年10月1日（水），申請受付締切：平成26年

11月6日（木）17:00（JST），押印済申請書の郵送期限 11月13日（木））．ご興味のあるかたは奮

ってご応募ください．また，応募に際して不明な点などあります場合は，お気軽に当センターま

でお問い合わせください． 

 

【平成26年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠における当センターとの共同研究課題】 

 

大規模データ系のVR可視化解析を効率化する多階層精度圧縮数値記録(JHPCN-DF)の実用化研究 

研究代表者 萩田克美（防衛大学校） 
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スパコンとインタークラウドの連携による大規模分散設計探査フレームワークの構築 

研究代表者 棟朝雅晴（北海道大学） 

 

次世代ペタスケールCFDのアルゴリズム研究 

研究代表者 佐々木大輔（金沢工業大学） 

 

高分子流体計算の並列効率向上と3D可視化 

研究代表者 村島隆浩（東北大学） 

 

機械工学分野におけるシミュレーション科学の新展開 

研究代表者 滝沢寛之（東北大学） 

 

直接数値シミュレーションの早期実用化を目指した整数型格子ボルツマン法による非熱流体過渡

変化解析 

研究代表者 渡辺正（福井大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 会場の様子 
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学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点公募型共同研究平成２６年度採択課題 6th Symposium

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第６回シンポジウム

2014年 7月 10日，11日

THE GRAND HALL （品川）

次世代ペタスケールCFDのアルゴリズム研究

佐々木大輔(金沢工業大学)

jh140020-NA11

研究背景及び⽬的研究背景及び⽬的
⼤規模並列計算機の性能をフルに活⽤できる次世代
CFD の実⽤化を⽬指す．
航空機をはじめとする流体機械の⾼性能化と環境適
合化が実現できる⾰新的な設計を可能にする．

９０年代～現在 超並列計算機時代

⾮構造格⼦法
（市販ソルバー）
・航空機全機形状
の解析・設計

直交格⼦法による⾰新
・実機形状の詳細解析
・航空機の⾰新設計

Building-Cube法に
よるブレイクスルー

TASによる解析（東北⼤開発）

計算⼿法計算⼿法
Building-Cube法
(ブロック型直交格⼦法)
等間隔直交格⼦法に基づく⼿法
多数の⼩領域Cubeによる領域分割
全てのCubeで等価な計算負荷
⾼速ロバストな格⼦⽣成
⾼解像度解法を容易に構築可能
簡易なデータ構造とアルゴリズム

Cube

Cell

計算領域はCubeに分割され，
各Cube内に同数のCellが⽣
成される

F1の格⼦（8億点格⼦）
（最⼩格⼦幅は実⾞サイズで約3mm）

今年度の研究及び研究体制今年度の研究及び研究体制
数値流体⼒学の研究グループ（⾦沢⼯⼤，東北⼤・⼯，東海
⼤，JAXA，理研）及び計算機科学の研究グループ（東北
⼤・サイバー，名⼤・情報基盤）による共同研究・開発体制

ペタスケール向けの超並列化技術開発
ペタフロップス級⾼解像度流体計算のアルゴリズム開発
多分野連成や⼤規模流体解析などの応⽤⼯学問題への適⽤
可視化システムの連携技術の構築

⼤規模並列計算の実⽤化に向けた技術開発⼤規模並列計算の実⽤化に向けた技術開発

⾃動⾞周りの流れ場例（協⼒：スズキ（株））
（Onishi, K. et al., AIAA Paper 2013-2713）

⾳響解析ソルバーのMPI化の実施（今年度に検証・最適化）
データに不整合のあるCADを⽤いた⾃動⾞空⼒解析
多数移動物体解析⽤の圧縮性⼤規模LESの開発

⼤規模並列解析による⾰新設計⼤規模並列解析による⾰新設計

航空機全機モデルの
ファン騒⾳の⾳響伝播解析

航空機全機モデルの流体解析

流体解析と⾳響解析のカップリングによる
⼤規模空⼒騒⾳解析の実現
（流体⾳響連成解析）

従来と形状の異なる低騒⾳航空機の設計

Over-The-Wing-mounted 形態 Hybrid Wing Body形態

＋
計算機：東北大・名古屋大・九州大学

超⾳速ですれ違う3円柱周りの瞬時密度場
（Takahashi S. et al., J. Appl. Math., 2014）
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